
           

                

      

 

発がんを抑制するシグナル伝達系としてのHippoシグナル伝達系の役割が知

られており、この経路を標的としたがん治療での利用を想定。 

 

 

臓器の発生や大きさの制御、組織の再生、幹細胞においても重要な役割を

担っている Hippoシグナル伝達系は、正常な細胞のがん化を防ぐシグナル 

伝達系として近年注目されている。  

 

Hippo経路を標的としたがん治療に興味がある製薬メーカー 

 

 

 高感度なYAP/TAZ応答配列を特定することで、内在性のYAP/TAZ

の転写活性化を視覚化・定量化できるレポーター遺伝子の開発と遺伝

子導入細胞株の樹立に成功した。このスクリーニング技術により化合

物・天然物ライブラリーの体系的なスクリーニングを行い、複数の候

補阻害剤を同定した。  
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